
国際ロータリー第 2660 地区 
2019-20 年度のための地区研修・協議会    社会奉仕・国際奉仕部門 議事録 

 

会場名 
サブリーダー 

役職         氏名 

大阪国際会議場 次年度社会奉仕委員会 委員長 佐田 幸夫 

10階 １００９号室 国際奉仕委員会 委員長 前田 要之助 

リーダー 役職・氏名   

パストガバナー 立野 純三 
  

  

議事録作成者 副 SAA 贄田淳子 横山和也（大阪西南 RC） 

 
開会：（15時 05 分）司会 石田佳弘（次年度社会奉仕副委員長）  進行 SAA豊田勝 

発表者：パストガバナー 立野 純三 

【記録内容】 

・RIのビジョンを具現化するために、地区補助金の利用実績が 50件以上なるように目指す。 

・上記を踏まえ、2019-2020年度から地区補助金申請が１クラブに 2回まで申請が可能となった。 

※ただし 1件はローターアクトクラブと共同提唱による人道奉仕活動とする。 

・・地域の人達との繋がりを大切に、地域の方々に喜びを与え、現地のニーズを知り持続可能な奉

仕を強化する。 

 

 

発表者：国際奉仕委員会 委員長 前田 要之助               （15時 15分） 

【記録内容】 

タイトル：国際奉仕について 

１．人道的国際奉仕活動 

地区補助金、グローバル補助金のロータリー財団補助金人道的プロジェクト(ホンジュラスの農村地

区での事業の立ち上げにおけるマイクロファイナンスを提供)、職業研修チームが(ネパールの職業

研修チームが日本で緊急医療と透析治療の研修)、奨学金(ケニアのモニカ・ケニアさんはサンディ

エゴ大学の大学院に入学し、平和研究の修士号を取得)などに活用できる。 

２．国際レベルの教育・文化活動 

国際レベルの教育→青少年奉仕部門のプログラム 

文化活動→ロータリー親睦グループ、ロータリー友情交換のプログラム 

３．特別月間と催し 

「世界で良いことをしよう！」をテーマに特別月間でも特に６重点分野に関わる催しを企画立案し、

実施推進する。 

４．国際大会を始めとするロータリーの国際的な会合に積極的に参加し、国際レベルで友情や親睦

を深める。 

※ロータリー国際大会 ハンブルグの紹介動画視聴 

 

発表者：ロータリー財団委員会 補助金小委員会 委員長 今西良介      （15時 40分） 



国際ロータリー第 2660 地区 
2019-20 年度のための地区研修・協議会    社会奉仕・国際奉仕部門 議事録 

 

【記録内容】 

ロータリー財団委員会からお知らせ 

・現在の地区補助金申請状況について(15件申請済み) 

・補助金申請の二次募集受付予定 

・グローバル補助金の申請再開 

2019-20 年度申請要件の改定について 

・地区補助金およびグローバル補助金の申請が１申請を２申請に変更となり、２申請目はローター

アクトクラブが合同で実施する活動であれば申請が可能となる。 

・災害救援補助金の実施 

・グローバル補助金の申請前に、補助金担当者と連絡が取れるシステムの実施 

・グローバル補助金の限度額が 20万ドルから 40万ドルに変更 

 

発表者：次年度社会奉仕委員会 委員長 佐田幸大              （16時 00分） 

【内容】 

・地区社会奉仕委員会役割と活動  

社会奉仕活動の事例報告、補助金申請のサポート、献血活動など 

・第 2660地区社会奉仕活動アンケートについて 

第 2660 地区における社会奉仕活動アンケートにおいてプロジェクトの概要、目的と効果、費用総額、

補助金使用の有無等、今後の活動において役立つ資料になっているので、各クラブで共有し、奉仕

活動のアイデアとして活用してほしい。 

 

発表者：八尾ロータリークラブ 2015-2016年度社会奉仕委員会委員長 新宮一誓（16時 15分） 

 


